
別紙
欄に記入してください

温室効果ガス削減計画

１　事業の概要

（１）事業所の名称
　

（２）事業所の所在地

（３）業種

（４）事業所位置図
　　　別紙のとおり

２　計画の期間

　　
３　計画の基本的な方向

食料品製造業（すし・弁当・調理パン製造業）

広島県廿日市市宮内工業団地2-5

デリカウイング株式会社　広島工場

１．環境経営方針
　　デリカウイング株式会社は経営理念である『HAPPY　TOGETHER』（セブン-イレブンのお店様や
　お客様、仕入先や地域の方々までの幸せを実現する）を念頭に置き、すべての従業員が地球規模の
　環境保全に貢献する活動を展開、推進します。
２．行動指針
　①環境負荷の低減
　　変化への対応と基本の徹底を基軸としＡＢＣＤ運動を実施し、省エネルギー、原材料ロスの削減、
　　食品廃棄物の削減を推進し、環境負荷の低減を続けます。
　②循環型社会の形成
　　食品廃棄物及びその他廃棄物のリサイクルに努め、循環型社会の形成に貢献します。
　③環境への配慮
　　環境問題に対する意識の向上を図り、環境に配慮した機械設備や備品等の購入を推進します。
　④法令順守
　　環境関連法規制等を遵守して環境保全活動に努めます。
　⑤地域との共存
　　環境保全活動に積極的に取り組み、地域社会との良好なコミュニケーションを図ります。
　⑥社外公表・周知
　　環境経営方針を全従業員に周知するとともに、環境活動レポートを公開します。

　本計画の期間は、令和４年度を基準年度とし、令和５年度から令和７年度までの３年間とする。



４　温室効果ガスの排出状況（二酸化炭素換算）

【エネルギー起源二酸化炭素】

【非エネルギー起源二酸化炭素】

【その他温室効果ガス】

令和　（　　）年度

基準年度

令和　４年度

5,665

直近年度

令和　４年度

5,665

基準年度 直近年度

平成　（　　）年度 令和　（　　）年度

温室効果ガス
の種類

温室効果ガス排出量（t-CO2）
温室効果ガス
の種類

温室効果ガス
の種類

温室効果ガス排出量（t-CO2）

その他
温室効果

ガス
ＨＦＣ
ＰＦＣ
ＳＦ6

ＮＦ3

温室効果ガス排出量（t-CO2）

メタン

二酸化炭素

一酸化二窒素

基準年度 直近年度

二酸化炭素

平成　（　　）年度



５　温室効果ガスの総排出量に関する数量的な目標

　《排出量を削減目標とする場合》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　単位：排出量（t-CO2），削減率（％）

削減率
（b）

14.0

14.0

-

　※　削減率(b)＝(c)/(a)×100　　削減量(c)=(a)-(d)

　《原単位を削減目標とする場合》

　　原単位算定に用いた指標： 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：排出量(t-CO2），原単位量（kg等），削減率（％）

排出量 原単位 原単位 削減率 排出 原単位 原単位

数値 見込量 見込数値 見込
（a) （ｂ） （ｃ） （ｄ) （e) （f） （g）

5,665 42.03 134.78 18.9 4,874 44.60 109.28

#VALUE!

#VALUE!

#VALUE!

#VALUE!

5,665 42.03 134.78 18.9 4,874 44.60 109.28

－ － 63.19 2.9 － － 61.33

※　削減率(d)＝｛(c)－(g)｝/(c)×100　　原単位(c)＝(a)/(b)　　原単位見込(g)＝(e)/(f)

排出量
（令和　４年度）

その他
温室効果ガス

温室効果ガスの種類
削減量

（a) （c)

791

温室効果ガス
実排出量総計

温室効果ガス
みなし排出量

5,665エネルギー起源CO2

メタン

非エネルギー起源CO2

メタン

一酸化二窒素

温室効果ガスの種類

①生産数量は年2%増加。
②エネルギー起源CO2は原単位ベース年1%の削減とする。
③2023年4月から電気使用量の30%はカーボンフリー（再生可能エネルギー発電所
（水力・太陽光・バイオマス）電力）となります。
④電気排出係数は2023年度報告中国電力基礎排出係数0.000529t-CO2/kWhで算出

目標設定の考え方

791

4,874

原単位
削減目標

目標年度

（令和　７年度）
基準年度

（令和　４年度）

5,665

エネルギー起源CO2

目標設定の考え方

総排出量

エネルギー消費原単位
（原油換算kl）

一酸化二窒素

その他
温室効果ガス

①生産数量は年2%増加。
②エネルギー起源CO2は原単位ベース年1%の削減とする。
③2023年4月から電気使用量の30%はカーボンフリー（再生可能エネルギー発電所
（水力・太陽光・バイオマス）電力）となります。
④電気排出係数は2023年度報告中国電力基礎排出係数0.000529t-CO2/kWhで算出

非エネルギー起源CO2

（令和　７年度）

0

0

0

4,874

排出見込量
(d)

4,874

0

生産数量（百万個）

目標年度基準年度
削減目標



６　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置項目及び目標並びに具体的な取組等

○　温室効果ガスの排出抑制に向けた取組

1

2

3

4

※ 「原単位」で作成する場合は，数値目標欄の記載例中，「使用量」を「原単位」に適宜読み替えること。

○　温室効果ガスみなし排出量の抑制に関する取組（環境価値の活用等）

1

2

3

○　その他の取組

1

2

3

※　環境に配慮した実践的な取組などをされていれば記載してください。

具体的な取組

①エネルギー見える化の検討、実施
②作業室室温の適正な温度管理
③消灯活動の推進

電気使用量の削減 電気使用原単位の年１％削減

燃料使用量の削減
ＬＰガス、都市ガス使用原単
位の年１％削減

項　　目 数値目標

具体的な取組

種　　類 合計量

エコアクション２１の
認証取得、活動継続

活動開始：2020年6月
認証登録：2022年9月1日付

全社でエコアクション２１の活動を継続す
る

項　　目 数値目標

①エネルギー見える化の検討、実施
②省エネ活動の推進



７　温室効果ガス削減計画の推進並びに実施状況の点検及び評価に関する方法等　

（１）推進・点検体制

｜ ｜ ｜ ｜ ｜
生産部 業務部 総務部 品質保証部 商品本部

（２）実施状況の点検・評価

（３）計画書等の公表

　各工場にエコアクション２１活動掲示板にて掲示する。

　①各工場において開催しているエコアクション２１推進委員会にて温室効果ガス削減計画の取組状況の
　　説明、点検及び問題点の検討を行い、定期的な評価・見直し等を行なう。
　②毎年の取組状況・点検・評価内容については環境経営レポートを公表する。

代表取締役社長　河野　充志

取締役副会長　河村　淳 －管理本部 岡坂 和政

広島工場長 デザート工場長 東広島工場長 岩国工場長

広島工場と同一 広島工場と同一 広島工場と同一



別紙

（４）事業所位置図

Googleマップより

廿日市市宮内工業団地


